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一　

は
じ
め
に

　
『
基
督
教
學
』
二
八
号
の
夕
張
教
会
調
査
時
に
「
ど
う
し
て
聖
公
会
の
ア
イ
ヌ
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
は
と
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

と
故
川
島
洋
一
教
授
が
つ
ぶ
や
か
れ
た
の
が
心
に
残
っ
て
い
た
。川
島
教
授
が
晩
年
近
文
ア
イ
ヌ
の
調
査
を
し
て
い
た
事
は
ア
イ
ヌ
の
方
々

か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
私
自
身
旭
川
の
近
文
ア
イ
ヌ
の
中
で
育
っ
て
き
た
こ
と
を
あ
え
て
伏
せ
て
い
た
。
本
研
究
は
近
文
ア
イ
ヌ
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
中
心
と
な
っ
た
聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
調
査
か
ら
①
聖
公
会
近
文
伝
道
所
は
ど
の
様
な
建
物
だ
っ
た
の
か
、

②
な
ぜ
近
文
で
の
ア
イ
ヌ
伝
道
が
と
ぎ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、③
近
文
ア
イ
ヌ
と
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
や
資
料
等
を
次
の
研
究
者
へ

つ
な
げ
る
た
め
に
情
報
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。
旭
川
の
近
文
ア
イ
ヌ
を
語
る
前
に
、
私
自
身
の
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
私

の
両
親
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
に
樺
太
か
ら
命
か
ら
が
ら
引
き
揚
げ
た
シ
ャ
モ（
和
人「
シ
サ
ム（
隣
人
）」
の
俗
語
）で
、北
海
道
に

逃
げ
帰
っ
た
引
き
揚
げ
者
と
し
て
周
囲
は
冷
た
く
、
家
を
借
り
る
の
も
大
変
で
道
内
を
点
々
と
し
な
が
ら
生
活
し
、
そ
の
よ
う
な
中
、
旭

川
近
文
ア
イ
ヌ
の
方
々
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
そ
こ
で
借
家
生
活
を
は
じ
め
た
。
父
で
あ
る
千
里
文
男
は
、
冬
は
大
雪
山
の
山
奥

で
山
子（
木
樵
）の
山
頭
（
日
給
五
千
円
）、
夏
は
大
工（
月
給
五
千
円
）を
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
で
旭
川
市
無
形
文
化
財
の
杉
村

キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
の
家
を
曳
家（
家
を
そ
の
ま
ま
隣
に
移
動
）し
、
そ
の
土
地
を
売
っ
て
も
ら
い
、
山
子（
木
樵
）と
し
て
稼
い
だ
現
金
で
五
〇

北
海
道
旭
川
市
近
文
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
と
キ
リ
ス
ト
教

�

─
聖
公
会
近
文
伝
道
所
と
歴
史
的
考
察
─　

千　

里　

政　

文

論
　
　
　
　
文
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坪
の
ア
パ
ー
ト
と
五
〇
坪
の
住
宅
を
建
て
建
設
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
当
時

ア
イ
ヌ
の
土
地
が
正
し
く
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
文
男

は
荒
井
源
次
郎
エ
カ
シ（
長
老
）と
共
に
ア
イ
ヌ
の
土
地
問
題
に
関
わ
っ
て

い
る
。
当
時
ア
イ
ヌ
で
は
熊
彫
が
収
入
源
と
な
っ
て
お
り
、
文
男
は
山
子
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
製
材
と
し
て
利
用
さ
れ
な
い
大
木
の
切
り
株
を
ア
イ
ヌ

の
熊
彫
り
材
料
と
し
て
無
償
提
供
し
て
い
た
。
ま
た
熊
彫
場
も
私
を
含
む
子

ど
も
達
の
遊
び
場
で
、
ま
わ
り
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
ま
た
は
ア
イ
ヌ
と

シ
ャ
モ
の
混
血
で
、
家
の
前
で「
イ
オ
マ
ン
テ
」と
い
う
儀
式
を
再
現
し
て

い
た
り
、
丸
太
船
制
作
を
再
現
し
た
り
、
儀
式
道
具
作
り
等
ア
イ
ヌ
文
化
の

再
現
を
見
て
育
ち
、
私
の
実
家
は
キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
と
本
籍
が
一
緒
で
、
同
じ

町
内
に
千
里（
ち
さ
と
）と
い
う
ア
イ
ヌ
の
夫
婦
が
い
た
。
千
里
が
ち
り
と

読
め
る
た
め
か
、
知
里（
ち
り
）幸
恵
の
関
係
者
と
も
よ
く
間
違
え
ら
れ
て

き
た
。
幼
馴
染
の
多
く
が
ア
イ
ヌ
の
子
ど
も
た
ち
で
一
緒
に
育
っ
た
た
め
、

幼
少
期
よ
り
ア
イ
ヌ
と
共
に
使
っ
て
い
た
言
葉
が
現
在
で
は
差
別
用
語
で
あ

る
場
合
に
は
御
了
承
頂
き
た
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
が
く
る
と

唇
の
入
れ
墨
が
怖
く
逃
げ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
私
自
身
ア
イ
ヌ
と
間
違

わ
れ
て
気
に
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
は
和
人
が
育
て
ら
れ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
達
も
多
く
育
て
て
お
り
、
コ
タ
ン
で
支
え
あ
い
生
活
し
て
い
る
こ

と
こ
そ
ア
イ
ヌ（
人
間
の
意
）な
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

近文アイヌの土地が正式に登記
されていないことを父文男が知
り、荒井源次郎エカシと土地問
題に関わり、アイヌ文化伝承者
で旭川市無形文化財の杉村キナ
ラブックの家を曳家し、その土
地に百坪の家を新築した。

私の生まれ育った家

尋常小学

近文伝道所

旭
川
士
官
学
校

至る札幌
至る旭川駅

近文駅

第 7師団へ
の引込線路

至る旧第 7師団

現在の旭川教育大学

地図 1887 年 ( 明治 20 年 )、旭川村と鷹栖村の間に位置した近文の地に、永山、当間、比布などに点在していたコタンをまとめる
　　 という政策がとられ、アイヌ約 50戸が近文へ移住させられた。詳しくは㉛金倉義慧『旭川・アイヌ民族の近現代史』参照。
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二　

近
文
ア
イ
ヌ
の
調
査

　

最
初
の
調
査
は
、
い
ま
か
ら
三
十
年
程
前
に
な
る
が
旭
川
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者 

杉
村
キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
の
三
女 

杉
村
フ
サ
（
有
形
・
無

形
文
化
伝
統
者
）
へ
の
聞
取
り
で
、聖
公
会
近
文
伝
道
所
に
つ
い
て
聞
い
た
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
が
疑
問
で
あ
っ
た
。

何
故
な
ら
杉
村
キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
と
聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
（
婦
人
伝
道
師
）
金
成
マ
ツ
は
友
人
で
、
金
成
マ
ツ
は
キ

ナ
ラ
ブ
ッ
ク
の
裏
の
琴
似
家
に
一
時
、
間
借
り
し
て
お
り
、
フ
サ
が
伝
道
所
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
私
と
フ
サ
と
は

家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
、
真
剣
に
考
え
て
く
れ
た
の
で
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
所
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
を
再
開
し
は
じ
め
た
こ
ろ
再
度
、
聞
き
取
り
調
査
を
考
え
て
い
た
が
フ
サ
は
高
齢
で

体
調
を
崩
し
、
そ
の
後
亡
く
な
ら
れ
重
要
な
機
会
を
逃
し
た
事
を
後
悔
し
て
い
る
。

三　

聖
公
会
近
文
伝
道
所
に
つ
い
て

　

近
文
ア
イ
ヌ
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
聖
公
会
近
文
伝
道
所
で
あ
る
た
め
、ア
イ
ヌ
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
行
い
、

伝
道
所
の
設
立
と
運
営
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
聖
公
会
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
、
聖
公
会
の
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
近
文

伝
道
所
で
生
活
し
て
い
た
金
成
マ
ツ
と
養
女
の
知
里
幸
恵
に
関
す
る
研
究
や
書
籍
を
調
査
し
、関
わ
り
の
あ
る
長
老
派
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・

ペ
ッ
ク
・
ピ
ア
ソ
ン
な
ど
も
幅
広
く
調
査
し
、
伝
道
所
の
役
割
や
、
ど
の
様
な
建
物
で
あ
っ
た
か
を
研
究
し
た
。

三
の
一　

聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
役
割

　

こ
の
伝
道
所
を
調
査
し
て
み
る
と
「
旭
川
聖
公
会
宣
教
百
年
史
」
に
一
九
一
〇
年
「
ア
イ
ヌ
の
人
の
た
め
の
「
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
」
近

文
休
養
所
を
設
立
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
他
の
文
献
に
は
近
文
休
養
館
・
近
文
講
義
所
・
近
文
伝
道
所
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
役

割
を
調
査
し
た
結
果
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
の
他
、
ユ
ー
カ
ラ
・
歌
・
踊
り
を
楽
し
む
社
交
の
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
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に
聖
公
会
旭
川
マ
ル
コ
教
会
に
転
勤
と
な
っ
た
看
護
師
で
も
あ
る
婦
人
宣
教
師
ミ
ス
・
Ａ
・
エ
バ
ン
ス
（
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
退

職
し
翌
年
帰
国
）
と
石
川
光
子
（
石
川
啄
木
の
妹
）
が
マ
ツ
の
日
曜
学
校
を
手
伝
い
に
来
て
い
た
こ
と
で
、
病
人
を
休
ま
せ
る
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
、
手
紙
の
代
筆
、
花
の
苗
の
配
布
、
コ
タ
ン
で
唯
一
の
新
聞
が
読
め
る
場
所
、
日
曜
学
校
、

読
み
書
き
の
指
導
、お
菓
子
を
も
ら
え
る
場
所
」
と
用
途
は
様
々
な
た
め
、当
時
の
フ
サ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
所
と
は
認
識
で
き
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
の
二　

聖
公
会
近
文
伝
道
所
は
ど
の
様
な
建
築
物
で
あ
っ
た
か

　

伝
道
所
の
写
真
や
文
献
、
研
究
者
が
描
い
た
複
数
の
図
面
を
調
査
し
、
以
下
の
事
が
わ
か
っ
た
。

⃝
 �

藤
本
英
夫　
『
知
里
幸
恵　

一
七
歳
の
ウ
エ
ぺ
ケ
レ
』
七
六
─
七
八
頁
よ
り
。
①
「
玄
関
ホ
ー
ル
？
は
一
坪
ほ
ど
の
土
間
と
、
板
敷
の

も
う
一
坪
の
上
り
場
、
脱
い
だ
靴
や
下
駄
は
土
間
左
側
の
棚
に
置
く
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
右
隣
続
き
に
オ
ル
ガ
ン
の
あ
る
六
畳
く
ら
い
の

伝
道
室
、
幸
恵
は
こ
こ
で
勉
強
し
て
き
た
。
伝
道
室
続
き
に
、
や
は
り
六
畳
で
寝
室
。
玄
関
ホ
ー
ル
の
奥
に
板
敷
三
坪
の
台
所
付
き
茶

の
間
。
い
わ
ば
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
で
、
真
ん
中
に
ア
イ
ヌ
式
切
り
炉
が
あ
っ
た
。
茶
の
間
続
き
の
土
間
が
炭
や
漬
物
の
樽
な
ど

を
置
く
物
置
場
。
そ
の
右
、
台
所
の
裏
側
に
仕
切
ら
れ
て
狭
い
ト
イ
レ
」。
②
「
近
文
聖
公
會
日
曜
学
校
と
一
ｍ
ほ
ど
の
長
さ
の
看
板
、

玄
関
が
一
坪
ほ
ど
、
そ
こ
を
入
っ
た
右
側
が
オ
ル
ガ
ン
を
置
い
た
六
畳
間
の
伝
道
室
、
そ
の
奥
も
六
畳
、
玄
関
か
ら
真
っ
直
ぐ
の
と
こ

ろ
が
四
畳
半
、
そ
の
奥
に
板
敷
三
坪
た
ら
ず
の
台
所
付
き
の
茶
の
間
が
続
い
て
お
り
、
さ
し
づ
め
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
と
言
っ
た

と
こ
ろ
。
茶
の
間
つ
づ
き
に
は
土
間
が
あ
り
、そ
こ
は
物
置
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
右
に
狭
い
廊
下
づ
た
い
に
ト
イ
レ
が
あ
っ
た
。

猫
三
匹
も
。
サ
ル
コ
ッ
プ
、
サ
ン
コ
、
エ
ト
リ
ン
ネ
」。
③
砂
沢
ク
ラ
さ
ん
よ
り
「
普
通
の
和
人
の
一
階
建
て
。
玄
関
を
入
る
と
、
廊

下
を
挟
ん
だ
右
手
に
八
畳
間
の
和
室
の
教
室
が
二
つ
、
左
手
に
金
成
さ
ん
と
幸
恵
が
住
ん
で
い
た
六
畳
間
と
台
所
、
風
呂
が
あ
っ
た
」。

⃝
�

須
知
徳
平
の
『
北
の
誌
と
人　

知
里
幸
恵
の
生
涯
』
三
八
頁
よ
り
。「
祈
禱
所
と
集
会
場
を
兼
ね
た
八
畳
間
と
六
畳
二
間
と
台
所
、
柾
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葺
の
小
さ
な
平
屋
。
玄
関
わ
き
に
近
文
聖
公
会
日
曜
学
校
一
ｍ
ほ
ど
の
看
板
。
民
家
の
一
室
を
か
り
て
い

た
（
日
曜
学
校
が
建
つ
前
）」。

　

以
上
の
結
果
か
ら
平
面
図
作
成
を
試
み
た
が
、
矛
盾
が
生
じ
る
た
め
、
あ
え
て
図
面
化
す
る
の
は
避
け
る

事
と
し
た
。
こ
こ
で
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
遠
軽
家
庭
学
校
礼
拝
堂
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
に
、
ピ
ア
ソ
ン
が
米
国
に
送
っ
た
聖
公
会
近
文
伝
道
所
前
と
さ
れ
る
写
真
が
あ
り
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ

ラ
ー
夫
妻
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
、
知
里
幸
恵
、
金
成
マ
ツ
、
救
世
軍
の
軍
服
を
着
た
者
も
写
っ
て
い
る
。
バ
チ
ェ

ラ
ー
と
ピ
ア
ソ
ン
が
近
文
ア
イ
ヌ
伝
道
で
協
力
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
救
世
軍
も
一
緒
に
写
っ

て
い
る
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。
そ
こ
で
金
成
マ
ツ
や
知
里
幸
恵
の
関
連
書
を
調
査
し
て
み
る
と
、
近
文
伝
道

所
の
日
曜
学
校
で
長
老
派
の
ピ
ア
ソ
ン
以
外
に
救
世
軍
も
日
曜
学
校
を
開
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
近
文

伝
道
所
に
救
世
軍
も
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
マ
ツ
は
救
世
軍
に
対
し
て

は
「
面
白
く
お
も
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
記
載
も
あ
っ
た
。
知
里
幸
恵
の
日
記
に
は
救
世
軍
へ
の

あ
こ
が
れ
が
書
か
れ
て
お
り
、
聖
公
会
の
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
マ
ツ
に
は
複
雑
な
気
持
ち
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
資
料
の
中
に
救
世
軍
信
者
と
し
て
砂
澤
一
太
郎
、
ベ

ラ
モ
ン
コ
ロ
夫
妻
が
家
庭
集
会
を
毎
週
木
曜
日
開
い
て
い
る
と
い
う
書
籍
も
発
見
し
た
。

四　

な
ぜ
近
文
で
の
ア
イ
ヌ
伝
道
が
と
ぎ
れ
た
か
。

　

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
静
養
地
の
函
館
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
こ
と
を
知
り
、
ア
イ
ヌ
伝
道
を
志
し
、

一
八
七
九
年
に
は
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
信
徒
伝
道
者
に
任
命
さ
れ
、
函
館
を
拠
点
に
ア
イ
ヌ
へ
の
伝
道
活
動
を

始
め
た
。
彼
は
幌
別
村
（
現
在
の
登
別
）
を
訪
れ
、
ア
イ
ヌ
へ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ

玄関前での集合写真（ピアソン記念館所蔵）

先
日
は
、
た
く
さ
ん
の
地
の
物
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
み
か
ん
は
啓
さ
ん
喜
ん
で
食
べ
て
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
も
、
短
冊
に
切
っ
て
揚
げ
た
の
を
、

良
い
勢
い
で
食
べ
て
ま
し
た
。

お
通
じ
が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で

こ
う
や
っ
て
繊
維
質
の
物
が
食
べ
ら
れ
る
と

本
当
に
助
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
先
般
の
法
要
の
帰
省
で
は
、

本
当
に
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

色
々
け
じ
め
を
つ
け
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
感
謝
だ
し
、

相
当
前
の
帰
省
の
時
の
啓
さ
ん
の
様
子
を
記
憶
に
残
し
て
く
れ
て
い
て
、

色
々
思
考
を
巡
ら
せ
て
、
海
賊
料
理
や
郷
土
食
材
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
等

本
当
に
滅
多
に
出
来
無
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
、

感
謝
感
謝
で
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
で
す
。
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語
教
育
を
は
じ
め
、
幌
別
村
の
ア
イ
ヌ
で
実
業
家
の
金
成
リ
キ
（
喜
蔵
）
や
息
子
金
成
太
郎
、
従
妹
の
姉
金
成
マ
ツ
や
妹
知
里
ナ
ミ
に
出

会
い
、
一
九
〇
七
年
か
ら
三
年
間
近
文
講
義
所
の
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
近
文
休
養
館
）
と
し
て
新

築
す
る
。
金
成
マ
ツ
は
函
館
の
愛
隣
学
校
卒
業
後
、
一
八
九
八
年
平
取
村
の
教
会
で
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
（
婦
人
伝
道
師
）
と
し
て
勤
務

し
、
一
九
〇
九
年
旭
川
近
文
講
義
所
（
聖
公
会
近
文
伝
道
所
）
に
転
勤
、
こ
こ
で
杖
生
活
の
マ
ツ
の
世
話
を
す
る
母
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
、
秋

に
は
知
里
幸
恵
を
養
女
と
し
て
預
か
り
共
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
伝
道
所
は
、
近
文
ア
イ
ヌ
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
他
、
モ
ナ
シ
ノ
ウ

ク
が
住
ん
で
い
る
こ
と
で
ユ
ー
カ
ラ
・
歌
・
踊
り
を
楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
幸
恵
が
一
九
二
二
年
五
月
、
東
京
の
金
田
一

京
助
の
許
に
上
京
し
、
四
ヶ
月
後
、
持
病
の
心
臓
病
悪
化
に
よ
り
十
九
年
の
生
涯
を
と
じ
る
。
一
九
二
六
年
、
日
本
聖
公
会
が
イ
ギ
リ
ス

聖
公
会
か
ら
独
立
し
て
伝
道
師
制
度
が
変
わ
り
、
一
九
二
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
か
ら
独
立
を
機
に
マ
ツ
は
五
〇
才
で
退
職
し
、
幸
恵

が
残
し
た
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
後
を
つ
な
ぐ
た
め
、
近
文
伝
道
所
を
離
れ
東
京
の
金
田
一
京
助
の
許
で
「
金
成
マ
ツ
ノ
ー
ト
」
と
言
わ

れ
る
「
大
学
ノ
ー
ト
一
万
数
千
ペ
ー
ジ
」
に
の
ぼ
る
ユ
ー
カ
ラ
な
ど
の
ロ
ー
マ
字
記
述
を
成
し
遂
げ
る
。
マ
ツ
が
近
文
を
去
っ
た
後
は
、

熱
心
な
救
世
軍
の
砂
澤
一
太
郎
と
妻
ベ
ラ
モ
ン
コ
ロ
が
自
宅
で
日
曜
学
校
を
引
き
継
い
た
が
、
そ
の
後
民
芸
品
を
販
売
す
る
た
め
阿
寒
へ

と
移
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
の
一
九
四
一
年
に
は
、
ア
イ
ヌ
伝
道
に
力
を
注
い
で
い
た
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
北
海
道
を
去
り
、
戦
争
に
よ

り
近
文
で
の
ア
イ
ヌ
伝
道
が
と
ぎ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
建
物
の
平
面
図
を
作
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
民
家
に
近
い
形
状
で
あ
っ
た
事
は
予

想
で
き
た
。
建
物
は
、
聖
公
会
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
や
長
老
派
の
ピ
ア
ソ
ン
、
さ
ら
に
救
世
軍
の
日
曜
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
教
派
を

こ
え
た
伝
道
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
こ
は
マ
ツ
や
そ
の
母
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、
同
化
政
策
で
消
え
か
け
て
い
た

近
文
ア
イ
ヌ
へ
の
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
知
里
幸
恵
が
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
の
伝
承
を
日
本
語
に
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訳
し
、
ア
イ
ヌ
文
学
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
そ
の
美
し
い
詩
が
世
界
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

一
時
は
近
文
ア
イ
ヌ
の
大
半
が
こ
の
伝
道
所
に
通
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
今
の
近
文
ア
イ
ヌ
の
間
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
所
が

あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
伝
道
が
と
ぎ
れ
た
理
由
は
、
マ
ツ
が
旭
川
を
去
っ
た
こ
と
に
加
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
り
ア
イ
ヌ
伝
道
の
中
心
に
い
た
バ
チ
ェ
ラ
ー
も
日
本
を
去
っ
た
こ
と
、
元
々
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
強
い
差
別
に
加
え
、
戦
争
に
よ

り
聖
公
会
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
が
強
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
ま
り
に
身
近
な
方
々
の
調
査
に
な
る
た
め
近
文
ア
イ
ヌ
に
関
わ
る
研
究
を
避
け
て
い
た
が
、
重
要
な
ア
イ
ヌ
伝
承
や
歴
史
を
知
っ

て
い
る
方
々
が
高
齢
に
な
り
世
を
去
り
、
数
年
前
ま
で
私
の
実
家
に
遊
び
に
来
て
い
た
、
高
齢
の
ア
イ
ヌ
の
方
達
も
体
調
を
崩
し
て
聞
き

取
り
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
調
査
を
中
断
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
も
う
少
し
早
く

研
究
を
し
て
い
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
る
。
私
を
育
て
て
く
れ
た
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
過
去
を
探
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
時
代
に

何
故
ア
イ
ヌ
が
虐
め
に
あ
っ
て
い
た
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
差
別
の
現
実
を
知
る
た
び
に
悲
し
み
と
苦
し
み
に
さ
い
な
ま
れ
、
何
度

も
こ
の
研
究
か
ら
逃
げ
て
い
た
が
、
知
里
森
舎
を
は
じ
め
北
海
道
博
物
館
等
多
く
の
方
々
の
協
力
と
支
え
に
よ
り
研
究
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
心
か
ら
感
謝
す
る
。

最
後
に
、近
文
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
者
と
し
て
、近
文
ア
イ
ヌ
と
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
を
次
の
研
究
者
へ
つ
な
げ
る
た
め
、

聖
公
会
近
文
伝
道
所
に
関
わ
る
人
物
の
説
明
、
参
考
文
献
等
を
以
下
に
資
料
と
し
て
記
載
す
る
。

資
料

聖
公
会
近
文
伝
道
所
及
び
ア
イ
ヌ
伝
道
に
関
係
し
た
人
物

①	

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
（John Batchelor

、
一
八
五
四
年
三
月
二
〇
日
─
一
九
四
四
年
四
月
二
日
）。
ア
イ
ヌ
の
父
と
し
て
敬
愛

さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
。
一
八
七
七
年
、
香
港
で
学
ん
で
い
る
時
健
康
を
害
し
て
、
静
養
地
の
函
館
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
こ
と
を
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知
り
、
ア
イ
ヌ
伝
道
を
志
す
こ
と
と
な
る
。
一
八
七
九
年
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
信
徒
伝
道
者
に
任
命
さ
れ
、
函
館
を
拠
点
に
ア
イ
ヌ
へ
の
伝

道
活
動
を
始
め
る
。
一
八
八
五
年
、
幌
別
村
（
現
在
の
登
別
市
）
を
訪
れ
、
ア
イ
ヌ
へ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
語
教
育

を
は
じ
め
る
（
幌
別
村
の
ア
イ
ヌ
の
実
業
家
、
金
成
リ
キ
（
喜
蔵
）
や
息
子
金
成
太
郎
、
従
妹
の
金
成
マ
ツ
や
そ
の
妹
知
里
ナ
ミ
）。

一
八
八
六
年
、
布
教
活
動
の
た
め
、
函
館
の
住
居
を
幌
別
に
移
し
て
定
住
す
る
。
一
八
九
二
年
、
札
幌
に
転
居
す
る
。
一
九
〇
六
年
、

向
井
富
蔵
の
娘
、八
重
子
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
養
女
と
な
り
、後
に
平
取
や
幌
別
で
伝
道
師
と
し
て
活
躍
す
る
。
一
九
〇
七
年
、バ
チ
ェ

ラ
ー
は
三
年
間
近
文
講
義
所
の
管
理
者
と
な
る
。
一
九
〇
九
年
八
月
、
新
会
堂
に
着
手
、
一
二
月
に
落
成
し
た
。
一
九
一
〇
年
、
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
（
近
文
休
養
館
）
を
新
築
す
る
。
一
九
一
四
年
、
札
幌
に
ア
イ
ヌ
の
子
弟
を
収
容
す
る
寄
宿
舎
「
ア
イ
ヌ
保
護
学
園
」

を
建
て
る
。
一
九
四
一
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
、
北
海
道
を
去
り
、
一
九
四
四
年
、
祖
国
イ
ギ
リ
ス
で
死
去
。

②	

ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
ッ
ク
・
ピ
ア
ソ
ン
（George Peck Pierson

、
一
八
六
一
年
一
月
一
四
日
─
一
九
三
九
年
七
月
三
一
日
）。
旭
川
で

は
長
老
派
教
会
（
現
在
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
）
の
宣
教
師
。
北
見
に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
が
あ
り
、
ピ
ア
ソ
ン
に
関
わ
る
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

③	

金
成
リ
キ
（
喜
蔵
）。
金
成
太
郎
の
父
。
実
業
家
で
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
た
金
成
リ
キ
（
喜
蔵
）
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
勧
め
で

幌
別
村
に
私
塾
「
相
愛
学
校
」
を
創
設
し
、
そ
の
校
長
に
金
成
太
郎
が
な
っ
て
ア
イ
ヌ
の
子
ど
も
た
ち
を
教
え
た
。
の
ち
に
「
愛
隣

学
校
」
に
な
る
。

④	

金
成
太
郎
（
一
八
六
〇
年
─
一
八
九
五
年
）。
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
ア
イ
ヌ
語
を
教
え
、
聖
書
の
ア
イ
ヌ
語
翻
訳
を
行
っ
た
。
一
八
九
七

年
に
は
ア
イ
ヌ
語
の
新
訳
聖
書
を
発
行
。
二
五
歳
で
ア
イ
ヌ
最
初
の
洗
礼
を
受
け
、
ア
イ
ヌ
最
初
の
伝
道
者
に
な
る
。
三
五
歳
で
肺

結
核
に
よ
り
死
去
。

⑤	

金
成
マ
ツ
（
ア
イ
ヌ
名
イ
メ
カ
ヌ
、
一
八
七
五
年
一
一
月
一
〇
日
─
一
九
六
一
年
四
月
六
日
）
と
そ
の
妹
、
知
里
ナ
ミ
（
ア
イ
ヌ
名

ノ
ア
カ
ン
テ
、
知
里
幸
恵
と
知
里
真
志
保
の
母
親
、
一
八
七
九
年
─
一
九
六
四
年
）。
太
郎
の
従
妹
で
優
秀
な
イ
メ
カ
ヌ
と
ノ
ア
カ
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ン
テ
）
の
姉
妹
は
、
函
館
の
愛
隣
学
校
を
卒
業
後
、
一
八
九
八
年
平
取
村
の
教
会
で
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
（
婦
人
伝
道
師
）
と
し
て

十
二
年
間
務
め
た
。
一
九
〇
二
年
、
ナ
ミ
が
知
里
高
吉
と
結
婚
。
マ
ツ
は
一
九
〇
九
年
、
旭
川
近
文
講
義
所
に
転
勤
し
、
秋
に
は
幸

恵
を
養
女
と
し
て
預
か
る
。
マ
ツ
は
十
六
歳
の
と
き
怪
我
の
た
め
に
半
身
不
随
で
二
つ
の
杖
歩
行
と
な
り
、
母
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
が
生

活
の
世
話
を
す
る
。

一
九
二
六
年
、
日
本
聖
公
会
が
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
か
ら
独
立
し
て
伝
道
師
制
度
が
変
わ
り
、
一
九
二
八
年
、
そ
れ
を
機
に
五
〇
才
で

退
職
、
退
職
金
で
登
別
の
知
里
高
吉
・
ナ
ミ
宅
隣
に
小
さ
な
家
を
新
築
し
住
ま
う
。
幸
恵
が
残
し
た
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
後
を
つ

な
ぐ
た
め
、
近
文
伝
道
所
を
離
れ
東
京
の
金
田
一
京
助
の
も
と
で
、「
大
学
ノ
ー
ト
一
万
数
千
ペ
ー
ジ
」
と
言
わ
れ
る
ユ
ー
カ
ラ
な

ど
の
ロ
ー
マ
字
記
述
を
成
し
遂
げ
た
。『
金
成
マ
ツ
ノ
ー
ト
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

⑥	

知
里
幸
恵
（
一
九
〇
三
年
六
月
八
日
─
一
九
二
二
年
九
月
一
八
日
）。
父
高
吉
と
母
ナ
ミ
の
間
に
生
ま
れ
る
。
高
吉
の
熊
狩
り
で
の

猟
銃
事
故
に
よ
り
、
そ
の
補
償
の
た
め
困
窮
し
、
六
歳
の
時
、
近
文
コ
タ
ン
に
い
る
祖
母
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
と
伯
母
金
成
マ
ツ
の
養
女

に
な
り
、
聖
公
会
近
文
伝
道
所
に
暮
ら
し
な
が
ら
隣
接
す
る
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
文
学
的
才
能
を
金
田
一
京
助
に
認
め

ら
れ
、
ア
イ
ヌ
神
謡
集
（
ア
イ
ヌ
し
ん
よ
う
し
ゅ
う
）
出
版
・
校
正
の
た
め
一
九
二
二
年
五
月
上
京
し
、
四
ヶ
月
後
、
持
病
の
心
臓

病
悪
化
に
よ
り
十
九
年
の
生
涯
を
と
じ
る
。
翌
年
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
。（
参
考
文
献　

中
村
敏
『
日
本
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
海
外
宣
教
史
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
他
。

⑦	

砂
澤
一
太
郎
と
妻
ベ
ラ
モ
ン
コ
ロ
。
金
成
マ
ツ
が
登
別
に
帰
っ
た
後
、
熱
心
な
救
世
軍
の
砂
澤
一
太
郎
（
ト
ア
カ
ン
ノ
）
と
妻
ベ
ラ

モ
ン
コ
ロ
が
自
宅
で
日
曜
学
校
を
引
き
継
い
た
。
彫
刻
家
、
砂
澤
ビ
ッ
キ
の
両
親
。
救
世
軍
に
よ
る
ア
イ
ヌ
伝
道
に
つ
い
て
は
砂
澤

ビ
ッ
キ
関
連
書
籍
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
砂
澤
ビ
ッ
キ
は
親
に
勧
め
ら
れ
、
彫
刻
家
、
藤
戸
竹
喜
に
一
時
弟
子
入
り
し

て
い
る
。

⑧	

藤
戸
竹
喜
、
ア
イ
ヌ
の
彫
刻
家
。
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
祖
母
藤
戸
タ
ケ
が
育
て
の
親
。
近
文
ア
イ
ヌ
の
杉
村
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フ
サ
が
姉
の
よ
う
な
存
在
と
竹
喜
本
人
か
ら
聞
き
、
後
日
詳
し
い
聞
き
取
り
を
考
え
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
死
去

し
た
た
め
調
査
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

⑨	

杉
村
キ
ナ
ラ
ブ
ッ
ク
（
一
八
八
八
年
九
月
一
五
日
─
一
九
七
三
年
九
月
九
日
）。
金
成
マ
ツ
の
友
人
で
旭
川
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
。

そ
の
三
女
杉
村
フ
サ
（
有
形
・
無
形
文
化
伝
統
者
一
九
二
九
年
四
月
一
二
日
─
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
）。

⑩	

佐
々
木
長
左
衛
門
。
金
成
マ
ツ
と
知
里
幸
恵
の
住
む
伝
道
所
横
の
豊
栄
尋
常
小
学
校
校
長
を
し
て
い
た
。
葬
儀
は
旭
川
六
条
教
会
で

行
わ
れ
た
。
息
子
佐
々
木
豊
が
近
文
ア
イ
ヌ
関
連
資
料
を
寄
贈
し
、
そ
れ
を
北
門
中
学
校
知
里
幸
恵
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
る
。

⑪	

荒
井
源
次
郎
エ
カ
シ
。
近
文
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
権
獲
得
運
動
等
に
貢
献
し
た
。
エ
カ
シ
と
一
緒
に
私
の
父
千
里
文
男
も
ア
イ
ヌ
土
地

登
記
に
関
わ
っ
て
い
る
。
娘
荒
井
和
子
は
ア
イ
ヌ
人
教
師
に
し
て
私
の
小
学
校
時
代
の
恩
師
。
私
の
母
、
綾
子
の
友
人
。
和
子
は
近

文
ア
イ
ヌ
関
連
資
料
を
北
門
中
学
校
知
里
幸
恵
資
料
室
に
寄
贈
し
、
資
料
は
現
在
も
そ
こ
が
所
蔵
し
て
い
る
。
北
門
中
学
校
は
私
の

母
校
で
、
現
校
舎
立
替
工
事
に
父
の
会
社
が
関
わ
っ
て
い
る
。

近
文
ア
イ
ヌ
関
連
の
研
究
者

⑫	

浅
野
清
氏
。
知
里
幸
恵
と
金
成
マ
ツ
の
研
究
者
。「
知
里
幸
恵　

銀
の
し
ず
く
記
念
館
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
里
森
舎
）」
理
事
。「
知
里

幸
恵
を
愛
し
金
成
マ
ツ
を
尊
敬
す
る
会
」
代
表
。

⑬	

藤
本
英
夫
。
知
里
幸
恵
、
知
里
真
志
保
に
関
す
る
著
書
多
数
。

⑭	

小
野
邦
夫
。
金
成
マ
ツ
、
知
里
幸
恵
等
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
者
。「
知
里
幸
恵　

銀
の
し
ず
く
記
念
館
」
に
所
蔵
。

⑮	

小
野
有
五
。
知
里
幸
恵
に
関
す
る
論
文
及
び
著
書
多
数
。

⑯	

小
川
正
人
。
北
海
道
博
物
館
学
芸
副
館
長
・
研
究
部
長
・
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
近
代
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
教
育
史
に

関
す
る
調
査
研
究
、
近
代
ア
イ
ヌ
史
研
究
に
関
す
る
基
礎
的
資
料
の
収
集
・
整
理
と
提
供
、
ア
イ
ヌ
史
に
関
す
る
研
究
情
報
の
集
積
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と
提
供
を
し
て
い
る
。

⑰	
吉
本
牧
人
。
グ
ロ
リ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
札
幌
教
会
牧
師
。
ア
イ
ヌ
伝
道
と
ア
イ
ヌ
教
育
史
に
つ
い
て
の
研
究
者
。

近
文
ア
イ
ヌ
関
連
の
資
料
が
あ
る
施
設
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑱	

日
本
聖
公
会
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会
及
び
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
・
旭
川
市
図
書
館
、
両
施
設
が
『
旭
川
聖
公
会
宣
教
百
年
史
』
所
蔵
。

⑲	

知
里
幸
恵　

銀
の
し
ず
く
記
念
館
に
近
文
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
所
蔵
。

⑳	

札
幌
市
ア
イ
ヌ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ッ
ポ
ロ
ピ
リ
カ
コ
タ
ン
）
図
書
室
、
ア
イ
ヌ
関
連
や
砂
沢
市
太
郎
氏
に
関
す
る
書
籍
を
所
蔵
。

㉑	

旭
川
市
図
書
館
、
北
海
道
立
図
書
館
、
北
海
道
博
物
館
図
書
室
に
ア
イ
ヌ
関
連
図
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

㉒	

北
星
学
園
大
学
図
書
館
に
『
救
世
軍　

と
き
の
こ
ゑ
』
が
所
蔵
。

㉓	

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
北
海
教
区
。
ア
イ
ヌ
民
族
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.douhoku.org/ainu/

㉔	

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
、
聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
写
真
を
所
蔵
。

㉕	

十
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻　

そ
の
九　

イ
カ
ン
ノ
さ
ん
の
事
」
に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
あ
る
、

聖
公
会
近
文
伝
道
所
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
写
真
と
そ
の
解
説
が
掲
載

	
https://blog.goo.ne.jp/tokatinokasseikaw

okangaerukai/e/ead9e38fca399cedebf6d94d351975c7

参
考
文
献

㉖	

日
本
聖
公
会
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会
『
旭
川
聖
公
会
宣
教
百
年
史
』
日
本
聖
公
会
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会
、
一
九
九
六
。

㉗	

財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
編
『
知
里
幸
恵
「
ア
イ
ヌ
神
謡
集
」
へ
の
道
』
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
三
。

㉘	

小
川
正
人
、
山
田
伸
一
『
ア
イ
ヌ
民
族　

近
代
の
記
録
』
草
風
館
、
一
九
九
八
。
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㉙	

藤
本
英
夫
、
掛
川
源
一
郎
『
近
代
民
衆
の
記
録
五　

ア
イ
ヌ　

金
成
マ
ツ
日
記
』、
一
九
八
八
。

㉚	
宮
島
利
光
他
『
二
一
世
紀
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

二
五　

日
本
宣
教
の
光
と
影　

ア
イ
ヌ
伝
道
等
を
め
ぐ
っ
て
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、

二
〇
〇
四
。

㉛	

金
倉
義
慧
『
旭
川
・
ア
イ
ヌ
民
族
の
近
現
代
史
』
高
文
研
、
二
〇
〇
六
。

㉜	

福
島
恒
雄
『
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
一
九
八
二
。

㉝	

藤
本
英
夫
『
ア
イ
ヌ
史
の
復
権
を 

コ
タ
ン
の
痕
跡
─
ア
イ
ヌ
人
権
史
の
一
断
面
』
旭
川
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
一
九
七
一
、二
九
七

─
三
二
〇
頁
。

㉞	

藤
本
英
夫
『
銀
の
し
ず
く
降
る
降
る
』
新
潮
社
、
一
九
七
三
。

㉟	

藤
本
英
夫
『
銀
の
し
ず
く
降
る
降
る
ま
わ
り
に
─
知
里
幸
恵
の
生
涯
』
草
風
館
、
一
九
九
一
。

㊱	

藤
本
英
夫
『
知
里
幸
恵
─
十
七
歳
の
ウ
エ
ペ
ケ
レ
』
草
風
館
、
二
〇
〇
二
。

㊲	

藤
本
英
夫
『
知
里
真
志
保
の
生
涯
─
ア
イ
ヌ
学
復
権
の
闘
い
』
草
風
館
、
一
九
九
四
。

㊳	

渋
谷
四
郎
『
北
海
道
写
真
史　

幕
末
明
治
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
。

㊴	

北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
『
明
治
大
正
期　

北
海
道
写
真
集
』
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
二
（
二
三
九
頁
に
住
居
が
新
築

さ
れ
た
旭
川
近
文
ア
イ
ヌ
部
落
）。

㊵	

佐
藤
喜
一
、
松
井
恒
幸
『
写
真
集
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
写
真
集
明
治
大
正
昭
和　

旭
川
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
（
八
六
頁
に
コ

タ
ン
の
人
々
）。

㊶	

白
沢
ナ
ベ
『
ア
イ
ヌ
と
し
て
生
き
て
』
日
本
基
督
教
団
出
版　

一
九
九
三
。

㊷	

斎
藤
成
二
（
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
活
動
委
員
長
）『
ア
イ
ヌ
と
キ
リ
ス
ト
教
』
二
〇
〇
四
、一
二
頁
。

㊸	

旭
川
竜
谷
高
校
郷
土
研
究
会
『
旭
川
ア
イ
ヌ
の
研
究
』
二
〇
〇
八
。
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㊹	

堅
田
清
司
『
北
海
道
社
会
文
庫
通
信
』
二
〇
〇
一
年
一
月
一
三
一
八
号
、
二
頁
。

㊺	
救
世
軍
日
本
公
報
『
と
き
の
こ
ゑ
』
不
二
出
版
、
一
九
八
七
。

㊻	
荒
井
和
子
『
私
の
心
の
師　

先
生
は
ア
イ
ヌ
で
し
ょ
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
。

㊼	

荒
井
和
子
『
焦
ら
ず　

挫
け
ず　

迷
わ
ず
に　

エ
ポ
カ
シ
エ
カ
ッ
チ
の
苦
難
の
青
春
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
三
。

㊽	

須
知
徳
平
『
北
の
詩
と
人
─
ア
イ
ヌ
人
女
性
・
知
里
幸
恵
の
生
涯
』
岩
手
日
報
社
、
二
〇
一
六
。

㊾	

中
村
敏
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
海
外
宣
教
史
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
一
。

㊿	

神
葉
笛
『
知
里
幸
恵
と
ア
イ
ヌ
の
は
な
し
（
十
一
頁
に
推
測
で
描
か
れ
た
図
面
あ
り
）』
神
葉
笛
書
房
、
二
〇
一
二
。
銀
の
し
ず
く

記
念
館
所
蔵
。

�	

下
田
尊
久
「
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
遺
し
た
も
の
：
旭
川
に
お
け
る
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
の
足
跡
」『
基
督
教
學
』
第
四
八
号
、

二
〇
一
三
。
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